
105Osaka Gas Foundation Of International Cultural Exchange 

記事で見る 2 0 年の歩み

記事で見る 2 0年の歩み



106 Osaka Gas Foundation Of International Cultural Exchange 

記事で見る 2 0 年の歩み 記 事 で 見 る 2 0 年 の 歩 み

「大阪ガスが教育、研究の為に7500万ルピアを贈呈」
大阪ガス国際交流財団（OGFICE）は昨日いくつかの大学に対し、7550万ルピアを贈呈した。
贈呈式はボルブドールホテルで行なわれ、スカルジィ高等教育総局長、プルタミナのアブダウ総裁が列席した。
基金の内容は、ダルマプルサダ大学へ3200万ルピア相当の教育機器、バンドン工科大学及びボゴール農業大学へそれぞれ1800万ルピアの研究資
金、シャクワラ大学への875ルピアの奨学金となっている。
又ボンタン及びロクスマエの中学、高校に対しても補助金が送られる予定である。同財団の本年の教育機関に対する援助は総額2億2000万ルピア
になる予定である。
OGFICEは本年9月に大阪ガス単独で設立され、学校に対し、教育機器、奨学金、天然ガス関連研究資金を提供することにより東南アジア、オセアニ
アの天然ガス生産国を補助することが目的となっている。
本年の補助は、大阪ガスに対する最大のLNG供給国であるインドネシアに向けられたものでボンタン及びロクスマエの12の小中学校及び1つの大学
に対し教育機器、いくつかの高校2つの大学に奨学金、2つの大学に研究資金が送られる予定で、OGFICEは今後さらに活動内容の拡大の可能性
を検討する予定である。
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「大阪ガス財団、
奨学金と楽器を贈呈」
大阪ガス財団は、今年もボンタンの中
学校、高等学校に対し、イン.ドネシア
語の地図、英語の辞書、ギター、ピア
ノ、太鼓等の楽器を寄贈した。昨年も
大阪ガスは同様の寄贈を行っている。
その他に、 20人の高校1年と2年生に
対する奨学金も贈呈した。それぞれ
の生徒が、月額2万ルピア（年額24万
ルピア）を受け取ることになる。この奨
学金の贈呈式は、ボンタン高等学校
の研究室で行われた。
奨学金の他に、大阪ガス財団より、5
つの小学校（Berbas Ulu,Berbas 
Tengah,Berbas　Tanjung,Tan-
jung Laut,Kanaanの各小学校）に
対しても寄付があった。
上記の学校に対する寄付は、大阪ガ
ス国際交流財団の専務理事である
諏訪秀行氏より、ボンタン市のマスリ・
ハサン氏、地元の教育文化省の局長
であるワギマン氏らの立会いのもと、
ボンタン高等学校の校長であるアブ
ドゥル・ムイス氏に対して行われた。
20人の奨学生に対する奨学金以外
の、 5400万ルピアにものぼる今回の
贈呈は諏訪氏によって行われた。
大阪ガスから奨学金を受けているボ
ンタンの高校生は、1年生と2年生から
なる。2年生は、マンシュル・ワヒッド、ブ

ディ・イスナワン、アスランシャ、リンス・ナインゴラン、スサナ、バンバン・ストリスノ、ワハユニンシ、ラバニナ、エコ・スプリヤント、そしてシティ・ジャイナブである。
また1年生は、リジャル、ロセ・ハムスキー、シディック・プルノモ、リリ・ラハユ、スヘンディ、エリ・スハルモコ、スラメット・シアハアン、ユリ・レトノワティ、そしてハ
エラ・ムスタリである。彼らは小切手の形で奨学金を受け取る。
諏訪氏は大阪ガス財団会長の大西氏の代理で、挨拶のなかで、「学校に対し、このような寄付を行う前に、財団は、まずはじめに、どの様な寄付が一
番よいのかと言う調査を行った。」と語った。
調査無しには、先程の寄付も的外れのものになる懸念がある。諏訪氏は、「PTバダックを通じ、大阪ガスからの寄付を受けた全ての生徒や学校を知る
ことが出来た」と、ポント氏の通訳を通して日本語で語った。
大阪ガスは1993年度に、インドネシアの学校に対し、2億5千万ルピアの基金を計上したと言われている。この寄付は、10月13日から25日にわたって行
われる。
諏訪氏によれば、この大阪ガス国際交流財団は、1周年を迎えたばかりであり、まだ大きなことは行っていないが、将来的には活動を広げていきたいと
のことである。
大阪ガスは日本の西部地域にガスを供給しており、インドネシアと売買契約を結んで15年が経過した。その間、日本は、インドネシア、とりわけPTバダック
との取引に非常に満足している。この感謝のしるしとして、大阪ガスは文化交流を目的とする財団を設立した訳である。

大阪ガスは、小・中学校、高校に対する寄付だけではなく、大学やアカデミーに対しても寄付を行っている。
昨日の贈呈式にはPTバダックの総務本部長であるHMシャフェイ氏、および広報課長のサルジアン・ユスフ氏をはじめ、全スタッフが列席した。

1993年 11月17日付　日刊工業新聞

1993年 10月20日付
MANUNTUNG紙
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記事で見る 2 0 年の歩み 記 事 で 見 る 2 0 年 の 歩 み

「大阪ガス国際交流財団は、北アチェの中学校、高等学校に援
助を与えた」
「アチェ・スパンジャン・アバド（アチェ100年史）」の本も与えた
大阪ガスは、教育教材や運動具として北アチェヘ、 53,800,000ル
ピアを援助した。
それらは、水曜日に脇坂専務理事が直 に々贈呈した。
その他の援助として、北アチェの40人の高校生に各々各月15,000
ルピアずつ奨学金を与えた。この援助は昨年の援助の延長であ
る。現在、この援助を受けた14人の生徒たちが既に卒業している。
その他にも、歴史学者であるモ.ハマッド・サイド氏の著書「アチェ・
スパンジャン・アバド(アチェ100年史)」も贈呈した。この著書は高い
評価のある本だと脇坂氏は賞賛していた。この本を配布した目的
は昔のアチェの人々がどのような生活様式で暮らしていたかを再
認識するためである。脇坂稔氏はさらに、以前よりこの本を読んで
おり、大阪ガスの図書館にもあると説明した。サマランガ第8国立
高等学校、ジュニプ国立高等学校、マタングルンパン第2国立高
等学校、パントンラブ第1国立中学校の各高校が5冊ずつこの本
を受け取った。
脇坂氏はまた、日本の歴史学者たちはこの本に非常に関心を寄
せており、日本国内の大きな図書館にも置いてあると述ベた。しか
しながら、脇坂氏は、その著者であるモハマッド・サイド氏が既に亡
くなっていると聞いて驚いていた。彼のような偉業を成す人物が早
くこの世に再び現れることを期待する。著者は亡くなっても、この本
は全世界で永遠に語り継がれていくであろうと、語った。
北アチェの文部省・教育委員会の局長、ヌルディン・イスマイル氏
は次のように述ベている。大阪ガス国際交流財団には、既に何億
ルピアも援助していただいている。そしてその援助は、北アチェの
教育の質の向上のために活用されている。北アチェの教育の発
展のために心から感謝の意を表明したい、と。
北アチェ県の知事の代行として、アシスタントのハジ・アハマド・ナサ
ルディン氏が次のように述ベた。インドネシアと日本とは、以前から
政治面のみならず社会面、文化面に於いてもお互いに協力しあっ
ている。 LNGの協力関係が終わっても、このつながりはずっと続け
てほしい、と。
この贈呈式ヘの出席者は、北アチェの役人と、中学校の校長、高
等学校の校長、とそれぞれの学校の生徒たちである。

「大阪ガスは42人の学生に奨学生を与えた、8つの学校が設備、援助を受けた」
スランビ　ロクスマウェ：脇坂専務理事は、北アチェにある8つの学校の優秀な学生42人に対し、水曜日の昼に奨学金、および52,000,000ルピアの教育
機材を贈呈した。
この助成は、これで第4回目になる。大阪ガスが、このアルン地方からLNGを大量に購入しているのが所以である。このような関係は、単に必要だからと
いうだけでなく、今後継続していかなければならないと、脇坂氏は述ベている。
P. T.アルンのハルヤディ・スマントリ社長は、次のように述ベた。 P. T.アルンは、大阪における日本人と北アチェとの橋渡しの役目をした、と。
大阪ガス国際交流財団は、北アチェにおける援助を約4年間続けてぃる。ちなみに今年は、 40人の優秀であるが経済的に苦しい学生対し、奨学金を
助成した。金額は一人あたり、毎月15,000ルピアであった。期間は、 1995年7月から1996年6月にかけての1年間である。
奨学金を受けた大学生は、サマランガ地方からパントゥンラプにかけての、すなわち、北アチェの西から東ヘかけて住む者たちである。一方、学校の教
育機材を贈呈された学校は、ロクスマウェ第一高等学校、サマランガ第二高等学校、そしてジュニブ高等学校である。その他、マタン・グルンパン・ドゥ
アの第一高等学校、サンタリラ・バユ高等学校、プサガン国立高等学校、クルエングク中学校とパンドンラブ第一中学校である。北アチェの教育関係
者や役人、およびその奨学金を受けた生徒の父兄たちが、贈呈式においてその援助を承認した。
北アチェ地方政府は、北アチェの教育の発展のための大阪ガス国際交流財団の援助には非常に感謝していると述ベた。ナサルディン氏 （北アチェ
県知事代行)は、この助成制度を教育分野で頑張らねば、という励みになるきっかけにしなければならないと語った。この援助は是非とも今後続けてほ
しいし、また他の分野ヘの援助(研究分野に対して)をも期待していると語った。

1995年 10月20日付　Serambi　Indnesia（スランビ・インドネシア）

1995年 10月23日付　WASPADA（ワスパダ）

記事で見る 2 0 年の歩み 記 事 で 見 る 2 0 年 の 歩 み

「大阪ガス国際交流財団は、北アチェの中学校、高等学校に援
助を与えた」
「アチェ・スパンジャン・アバド（アチェ100年史）」の本も与えた
大阪ガスは、教育教材や運動具として北アチェヘ、 53,800,000ル
ピアを援助した。
それらは、水曜日に脇坂専務理事が直 に々贈呈した。
その他の援助として、北アチェの40人の高校生に各々各月15,000
ルピアずつ奨学金を与えた。この援助は昨年の援助の延長であ
る。現在、この援助を受けた14人の生徒たちが既に卒業している。
その他にも、歴史学者であるモ.ハマッド・サイド氏の著書「アチェ・
スパンジャン・アバド(アチェ100年史)」も贈呈した。この著書は高い
評価のある本だと脇坂氏は賞賛していた。この本を配布した目的
は昔のアチェの人々がどのような生活様式で暮らしていたかを再
認識するためである。脇坂稔氏はさらに、以前よりこの本を読んで
おり、大阪ガスの図書館にもあると説明した。サマランガ第8国立
高等学校、ジュニプ国立高等学校、マタングルンパン第2国立高
等学校、パントンラブ第1国立中学校の各高校が5冊ずつこの本
を受け取った。
脇坂氏はまた、日本の歴史学者たちはこの本に非常に関心を寄
せており、日本国内の大きな図書館にも置いてあると述ベた。しか
しながら、脇坂氏は、その著者であるモハマッド・サイド氏が既に亡
くなっていると聞いて驚いていた。彼のような偉業を成す人物が早
くこの世に再び現れることを期待する。著者は亡くなっても、この本
は全世界で永遠に語り継がれていくであろうと、語った。
北アチェの文部省・教育委員会の局長、ヌルディン・イスマイル氏
は次のように述ベている。大阪ガス国際交流財団には、既に何億
ルピアも援助していただいている。そしてその援助は、北アチェの
教育の質の向上のために活用されている。北アチェの教育の発
展のために心から感謝の意を表明したい、と。
北アチェ県の知事の代行として、アシスタントのハジ・アハマド・ナサ
ルディン氏が次のように述ベた。インドネシアと日本とは、以前から
政治面のみならず社会面、文化面に於いてもお互いに協力しあっ
ている。 LNGの協力関係が終わっても、このつながりはずっと続け
てほしい、と。
この贈呈式ヘの出席者は、北アチェの役人と、中学校の校長、高
等学校の校長、とそれぞれの学校の生徒たちである。

「大阪ガスは42人の学生に奨学生を与えた、8つの学校が設備、援助を受けた」
スランビ　ロクスマウェ：脇坂専務理事は、北アチェにある8つの学校の優秀な学生42人に対し、水曜日の昼に奨学金、および52,000,000ルピアの教育
機材を贈呈した。
この助成は、これで第4回目になる。大阪ガスが、このアルン地方からLNGを大量に購入しているのが所以である。このような関係は、単に必要だからと
いうだけでなく、今後継続していかなければならないと、脇坂氏は述ベている。
P. T.アルンのハルヤディ・スマントリ社長は、次のように述ベた。 P. T.アルンは、大阪における日本人と北アチェとの橋渡しの役目をした、と。
大阪ガス国際交流財団は、北アチェにおける援助を約4年間続けてぃる。ちなみに今年は、 40人の優秀であるが経済的に苦しい学生対し、奨学金を
助成した。金額は一人あたり、毎月15,000ルピアであった。期間は、 1995年7月から1996年6月にかけての1年間である。
奨学金を受けた大学生は、サマランガ地方からパントゥンラプにかけての、すなわち、北アチェの西から東ヘかけて住む者たちである。一方、学校の教
育機材を贈呈された学校は、ロクスマウェ第一高等学校、サマランガ第二高等学校、そしてジュニブ高等学校である。その他、マタン・グルンパン・ドゥ
アの第一高等学校、サンタリラ・バユ高等学校、プサガン国立高等学校、クルエングク中学校とパンドンラブ第一中学校である。北アチェの教育関係
者や役人、およびその奨学金を受けた生徒の父兄たちが、贈呈式においてその援助を承認した。
北アチェ地方政府は、北アチェの教育の発展のための大阪ガス国際交流財団の援助には非常に感謝していると述ベた。ナサルディン氏 （北アチェ
県知事代行)は、この助成制度を教育分野で頑張らねば、という励みになるきっかけにしなければならないと語った。この援助は是非とも今後続けてほ
しいし、また他の分野ヘの援助(研究分野に対して)をも期待していると語った。

1995年 10月20日付　Serambi　Indnesia（スランビ・インドネシア）

1995年 10月23日付　WASPADA（ワスパダ）



111Osaka Gas Foundation Of International Cultural Exchange 

記事で見る 2 0 年の歩み 記 事 で 見 る 2 0 年 の 歩 み

「大阪ガス国際交流財団は、北アチェの中学校、高等学校に援
助を与えた」
「アチェ・スパンジャン・アバド（アチェ100年史）」の本も与えた
大阪ガスは、教育教材や運動具として北アチェヘ、 53,800,000ル
ピアを援助した。
それらは、水曜日に脇坂専務理事が直 に々贈呈した。
その他の援助として、北アチェの40人の高校生に各々各月15,000
ルピアずつ奨学金を与えた。この援助は昨年の援助の延長であ
る。現在、この援助を受けた14人の生徒たちが既に卒業している。
その他にも、歴史学者であるモ.ハマッド・サイド氏の著書「アチェ・
スパンジャン・アバド(アチェ100年史)」も贈呈した。この著書は高い
評価のある本だと脇坂氏は賞賛していた。この本を配布した目的
は昔のアチェの人々がどのような生活様式で暮らしていたかを再
認識するためである。脇坂稔氏はさらに、以前よりこの本を読んで
おり、大阪ガスの図書館にもあると説明した。サマランガ第8国立
高等学校、ジュニプ国立高等学校、マタングルンパン第2国立高
等学校、パントンラブ第1国立中学校の各高校が5冊ずつこの本
を受け取った。
脇坂氏はまた、日本の歴史学者たちはこの本に非常に関心を寄
せており、日本国内の大きな図書館にも置いてあると述ベた。しか
しながら、脇坂氏は、その著者であるモハマッド・サイド氏が既に亡
くなっていると聞いて驚いていた。彼のような偉業を成す人物が早
くこの世に再び現れることを期待する。著者は亡くなっても、この本
は全世界で永遠に語り継がれていくであろうと、語った。
北アチェの文部省・教育委員会の局長、ヌルディン・イスマイル氏
は次のように述ベている。大阪ガス国際交流財団には、既に何億
ルピアも援助していただいている。そしてその援助は、北アチェの
教育の質の向上のために活用されている。北アチェの教育の発
展のために心から感謝の意を表明したい、と。
北アチェ県の知事の代行として、アシスタントのハジ・アハマド・ナサ
ルディン氏が次のように述ベた。インドネシアと日本とは、以前から
政治面のみならず社会面、文化面に於いてもお互いに協力しあっ
ている。 LNGの協力関係が終わっても、このつながりはずっと続け
てほしい、と。
この贈呈式ヘの出席者は、北アチェの役人と、中学校の校長、高
等学校の校長、とそれぞれの学校の生徒たちである。

「大阪ガスは42人の学生に奨学生を与えた、8つの学校が設備、援助を受けた」
スランビ　ロクスマウェ：脇坂専務理事は、北アチェにある8つの学校の優秀な学生42人に対し、水曜日の昼に奨学金、および52,000,000ルピアの教育
機材を贈呈した。
この助成は、これで第4回目になる。大阪ガスが、このアルン地方からLNGを大量に購入しているのが所以である。このような関係は、単に必要だからと
いうだけでなく、今後継続していかなければならないと、脇坂氏は述ベている。
P. T.アルンのハルヤディ・スマントリ社長は、次のように述ベた。 P. T.アルンは、大阪における日本人と北アチェとの橋渡しの役目をした、と。
大阪ガス国際交流財団は、北アチェにおける援助を約4年間続けてぃる。ちなみに今年は、 40人の優秀であるが経済的に苦しい学生対し、奨学金を
助成した。金額は一人あたり、毎月15,000ルピアであった。期間は、 1995年7月から1996年6月にかけての1年間である。
奨学金を受けた大学生は、サマランガ地方からパントゥンラプにかけての、すなわち、北アチェの西から東ヘかけて住む者たちである。一方、学校の教
育機材を贈呈された学校は、ロクスマウェ第一高等学校、サマランガ第二高等学校、そしてジュニブ高等学校である。その他、マタン・グルンパン・ドゥ
アの第一高等学校、サンタリラ・バユ高等学校、プサガン国立高等学校、クルエングク中学校とパンドンラブ第一中学校である。北アチェの教育関係
者や役人、およびその奨学金を受けた生徒の父兄たちが、贈呈式においてその援助を承認した。
北アチェ地方政府は、北アチェの教育の発展のための大阪ガス国際交流財団の援助には非常に感謝していると述ベた。ナサルディン氏 （北アチェ
県知事代行)は、この助成制度を教育分野で頑張らねば、という励みになるきっかけにしなければならないと語った。この援助は是非とも今後続けてほ
しいし、また他の分野ヘの援助(研究分野に対して)をも期待していると語った。

1995年 10月20日付　Serambi　Indnesia（スランビ・インドネシア）

1995年 10月23日付　WASPADA（ワスパダ）

記事で見る 2 0 年の歩み 記 事 で 見 る 2 0 年 の 歩 み

「大阪ガス国際交流財団は、北アチェの中学校、高等学校に援
助を与えた」
「アチェ・スパンジャン・アバド（アチェ100年史）」の本も与えた
大阪ガスは、教育教材や運動具として北アチェヘ、 53,800,000ル
ピアを援助した。
それらは、水曜日に脇坂専務理事が直 に々贈呈した。
その他の援助として、北アチェの40人の高校生に各々各月15,000
ルピアずつ奨学金を与えた。この援助は昨年の援助の延長であ
る。現在、この援助を受けた14人の生徒たちが既に卒業している。
その他にも、歴史学者であるモ.ハマッド・サイド氏の著書「アチェ・
スパンジャン・アバド(アチェ100年史)」も贈呈した。この著書は高い
評価のある本だと脇坂氏は賞賛していた。この本を配布した目的
は昔のアチェの人々がどのような生活様式で暮らしていたかを再
認識するためである。脇坂稔氏はさらに、以前よりこの本を読んで
おり、大阪ガスの図書館にもあると説明した。サマランガ第8国立
高等学校、ジュニプ国立高等学校、マタングルンパン第2国立高
等学校、パントンラブ第1国立中学校の各高校が5冊ずつこの本
を受け取った。
脇坂氏はまた、日本の歴史学者たちはこの本に非常に関心を寄
せており、日本国内の大きな図書館にも置いてあると述ベた。しか
しながら、脇坂氏は、その著者であるモハマッド・サイド氏が既に亡
くなっていると聞いて驚いていた。彼のような偉業を成す人物が早
くこの世に再び現れることを期待する。著者は亡くなっても、この本
は全世界で永遠に語り継がれていくであろうと、語った。
北アチェの文部省・教育委員会の局長、ヌルディン・イスマイル氏
は次のように述ベている。大阪ガス国際交流財団には、既に何億
ルピアも援助していただいている。そしてその援助は、北アチェの
教育の質の向上のために活用されている。北アチェの教育の発
展のために心から感謝の意を表明したい、と。
北アチェ県の知事の代行として、アシスタントのハジ・アハマド・ナサ
ルディン氏が次のように述ベた。インドネシアと日本とは、以前から
政治面のみならず社会面、文化面に於いてもお互いに協力しあっ
ている。 LNGの協力関係が終わっても、このつながりはずっと続け
てほしい、と。
この贈呈式ヘの出席者は、北アチェの役人と、中学校の校長、高
等学校の校長、とそれぞれの学校の生徒たちである。

「大阪ガスは42人の学生に奨学生を与えた、8つの学校が設備、援助を受けた」
スランビ　ロクスマウェ：脇坂専務理事は、北アチェにある8つの学校の優秀な学生42人に対し、水曜日の昼に奨学金、および52,000,000ルピアの教育
機材を贈呈した。
この助成は、これで第4回目になる。大阪ガスが、このアルン地方からLNGを大量に購入しているのが所以である。このような関係は、単に必要だからと
いうだけでなく、今後継続していかなければならないと、脇坂氏は述ベている。
P. T.アルンのハルヤディ・スマントリ社長は、次のように述ベた。 P. T.アルンは、大阪における日本人と北アチェとの橋渡しの役目をした、と。
大阪ガス国際交流財団は、北アチェにおける援助を約4年間続けてぃる。ちなみに今年は、 40人の優秀であるが経済的に苦しい学生対し、奨学金を
助成した。金額は一人あたり、毎月15,000ルピアであった。期間は、 1995年7月から1996年6月にかけての1年間である。
奨学金を受けた大学生は、サマランガ地方からパントゥンラプにかけての、すなわち、北アチェの西から東ヘかけて住む者たちである。一方、学校の教
育機材を贈呈された学校は、ロクスマウェ第一高等学校、サマランガ第二高等学校、そしてジュニブ高等学校である。その他、マタン・グルンパン・ドゥ
アの第一高等学校、サンタリラ・バユ高等学校、プサガン国立高等学校、クルエングク中学校とパンドンラブ第一中学校である。北アチェの教育関係
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「日本が必要としているLNG 大阪ガス
国際交流財団が奨学金を与える」
サマリンダ：日本は今迄と同様、インドネシア
からのLNGを継続して要求している。
例えば、大阪ガスは約70%のLNGをイン
ドネシアから供給している。
うち、50%は、バダック・ボンタンからである。
脇坂稔専務理事は、ムラワルマン大学
の大学生の奨厳金を直接に贈呈した後
に、LNGは日本の産業や家庭生活に
とって、とても重要な役割をもっていると
語った。
大阪ガスは、大阪、京都、神戸とその周
辺の約2,000万世帯にガスを供給してい
る。
大阪ガスは日本で第2位のガス会社とし
て1977年以降、インドネシアと共同契約
をした。また、 2011年までプルタミナと契
約している。
こういった関係から大阪ガスはこの財団
を通して、優秀な大学生に奨学金を援
助したり、小・中学校や高等学校の教育
機材を助成している。機材とは、例えば、
教育のために使う道具類、教科書、辞書
などを指している。
その他、大学のために研究費用も助成
している。その研究費用の助成の期間
は約3年間である。また、教育機材の助
成はアルンやバダックなどのLNGを生産
する地域周辺の学校である。この援助
はインドネシアのみが特別に与えられて
いるものであって、他の国には向けられ
てはいない、と脇坂氏は述ベた。
大阪ガスはこのような援助を与えるだけ
ではなく、真に心と心をつなぐ架け橋にな
るような友好的な関係をつくりたいという
のが本意である。この仕事は単なるビジ
ネスの契約といった意味あいのものでは
なく、もっと広い意味でのつながりを意味
しているのだ。

ムラワルマン大学のエンダン氏は大学長を代行して次のように述ベた。1992年以来、大阪ガス国際交流財団からの援助は、約52,850,000ルピアになり、
140人の大学生に奨学金として分配した。現在、奨学生を受けている大学生は5つの学部に在籍している35人の大学生である。 1995年9月から1996
年8月までに彼らは各月35,000ルピア受け取る、と述ベた。エンダン氏はさらに、この大阪ガス国際交流財団からより多くの援助を期待した。その要求に
対して脇坂氏は、援助の額は今まで通りと変わらないが援助する期間を延長すると答えた。
我々は、この奨学金が教育のために役立つことを期待している。なぜなら21世紀には、科学や技術の発展する新しい時代になることを切望しているか
らである。

1995年 10月24日付
Suara Kaltim
（スアラ・カルティン）

1996年 11月13日付　ガスエネルギー新聞

1996年 10月17日付　読売新聞

1998年 11月4日付　ガスエネルギー新聞

1996年 12月19日付　日本工業新聞
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1998年 1月25日付　産経新聞

2000年 7月21日付
Borneo Post
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1998年 1月25日付　産経新聞

2000年 7月21日付
Borneo Post
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「大阪ガス国際交流財団が奨学金を支給」
日本とボンタンの友好を結ぶ
ボンタン―大阪ガス国際交流財団は、これまでにも数度にわたり行ってきた奨学金の支給を、国立第一高等学校及び第二高等学校の生徒に対し行った。奨
学金支給に加え、同財団は図書館の備品や図書の助成も行った。3億454万5千100ルピアにのぼる同財団の奨学金支給及び図書の助成は、1992年の同
財団の設立時から数えて11回目のものとなる。
大阪ガス国際交流財団ボンタン側代表のジョン・スナルモ氏によれば、同助成は毎年増額されてきたとのことである。奨学金支給を最初に行ったときの奨学生
数は10名であったのが、現在では受給者枠が大いに拡大され80名にも達している。ジョン氏によれば「各奨 学生は毎月4万ルピアを1年間にわたり受給する」
とのことである。さらには高等学校以外にも、机、いす、本棚、書類棚といった図書館備品をボンタンの国立中学校3校、同小学校5校に対し助成している。図
書の助成は2億6千135万4千ルピアにのぼる。
パダックＬＮＧボンタン社工場長のバクティアール・エフェンディ・スエッブ氏は、贈呈式において、今年で10周年を迎える大阪ガス国際交流財団の配慮に対し
賛嘆の意を表した。
大阪ガス国際交流財団は、これまでバダック社との協力により教育分野における助成を行ってきているが、こうした助成は他の液化天然ガス産出国に対しても
行われている。
同氏は、「インドネシアの液化天然ガス産出地については、このような助成は年を経る毎に拡大されてきている。同助成により、バダック社及び大阪ガス聞の関
係は、単なるビジネス上のそれを遙かに越え、日本の大阪市とボンタン市民の問の友好関係にまで発展してきた」と述べた。バクティアール氏によれば、大阪ガ
スは比較的歴史が浅いといえるにも関わらず、既に多大なる社会的責務を果たしてきた。奨学金支給や図書館備品及び図書の助成は、ボンタンにおける人
材がより優れ、熟達し、さらには独立したものとなることを助け、非常に有益である。
「ボンタンでの教育問題は、施設の不足と市民の聞に学校を続けるだけの経済能力を持たない人々がいることである。この現状に鑑み、バダック社は、小中高
等学校の生徒に対し奨学金を支給することにより、ボンタン市の人材向上に寄与したいと大いに考える次第である。」
奨学金支給、人材開発プログラム以外に、バダック社は新校舎の建築、傷んだ古い校舎の改築をも行っている。「大阪ガス国際交流財団より毎年定期的か
つ継続的な支援が得られれば、バダック社との協力体制による相乗効果により、ボンタン市における人材開発も大いに進むに違いない」とバクティアール氏は
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学金支給に加え、同財団は図書館の備品や図書の助成も行った。3億454万5千100ルピアにのぼる同財団の奨学金支給及び図書の助成は、1992年の同
財団の設立時から数えて11回目のものとなる。
大阪ガス国際交流財団ボンタン側代表のジョン・スナルモ氏によれば、同助成は毎年増額されてきたとのことである。奨学金支給を最初に行ったときの奨学生
数は10名であったのが、現在では受給者枠が大いに拡大され80名にも達している。ジョン氏によれば「各奨 学生は毎月4万ルピアを1年間にわたり受給する」
とのことである。さらには高等学校以外にも、机、いす、本棚、書類棚といった図書館備品をボンタンの国立中学校3校、同小学校5校に対し助成している。図
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パダックＬＮＧボンタン社工場長のバクティアール・エフェンディ・スエッブ氏は、贈呈式において、今年で10周年を迎える大阪ガス国際交流財団の配慮に対し
賛嘆の意を表した。
大阪ガス国際交流財団は、これまでバダック社との協力により教育分野における助成を行ってきているが、こうした助成は他の液化天然ガス産出国に対しても
行われている。
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係は、単なるビジネス上のそれを遙かに越え、日本の大阪市とボンタン市民の問の友好関係にまで発展してきた」と述べた。バクティアール氏によれば、大阪ガ
スは比較的歴史が浅いといえるにも関わらず、既に多大なる社会的責務を果たしてきた。奨学金支給や図書館備品及び図書の助成は、ボンタンにおける人
材がより優れ、熟達し、さらには独立したものとなることを助け、非常に有益である。
「ボンタンでの教育問題は、施設の不足と市民の聞に学校を続けるだけの経済能力を持たない人々がいることである。この現状に鑑み、バダック社は、小中高
等学校の生徒に対し奨学金を支給することにより、ボンタン市の人材向上に寄与したいと大いに考える次第である。」
奨学金支給、人材開発プログラム以外に、バダック社は新校舎の建築、傷んだ古い校舎の改築をも行っている。「大阪ガス国際交流財団より毎年定期的か
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教育・学術・科学技術分野の助成を

　「現地を訪ねた際に乗ったタクシーの運転手さんに『私はOGFICEからの奨学金のおかげで高校を卒業できました。感謝しています』と声をかけられ

たときは、うれしかったですね」と話すのは、大阪ガス国際交流財団事務局長の中島浩さん。長年、大阪ガスで天然ガス関連の事業に携わり、３年前に

OGFICEの事務局長となった。

　OGFICEとは、Osaka Gas Foundation of International Cultural Exchangeの略。内閣府から認定を受けた公益財団法人だ。

　環境にやさしいクリーン・エネルギー、天然ガス。その産地である国 と々の相互理解を深めることを目的に、１９９２年９月に大阪ガスが設立。

　これまでにインドネシア、マレーシアで、教育・学術・科学技術分野の助成を行なってきた。

　活動内容は、　①学校等を対象とする教育機材の助成および生徒・学生を対象とする奨学金の支給

　　　　　　 ②学術・科学技術分野の試験研究に対する助成

　　　　　　 ③学生、教師、技術者および研究者の研修に関する助成

　　　　　　 ④その他この法人の目的を達するために必要な事業の４点だ。

インドネシアでは６８７９人に支援を

　「最初に支援をしたのは、インドネシアです。天然ガスの産地であるバンダアチェ地区の小学校や大学へは奨学金を。首都ジャカルタの大学へは試験

研究助成金、ボンタン地区の小学校へは教育機材、そして高校・大学生へは奨学金を。サマリンダの大学へも奨学金を贈呈するなど、20年間で総額３

億８５００万円の支援を行なってきました」と中島さん。助成した研究テーマは２６９件。支援した子ども、学生は延べ６８７９人に。中には、エンジニアや研究

者、大学教師などの職に就き、社会に貢献している奨学生も多いという。

　「地域の人 と々の友好関係を築くことを重視して活動をしてきました。奨学金などを日本から送り、ネットだけでやり取りをするという支援の方法もあります

が、私たちは直接現地を訪れ、相手を尊重しながら話を聞き、食事をともにし、理解を深めてきたつもりです」と中島さんは続ける。

　20年の間に、インドネシアは内乱を乗り越え、政権交代し、飛躍的な発展を遂げた。しかし、今も貧しい人々は多く、一般の人にとっては、日本は遠い国。

「日本にあこがれ、日本で学びたいと、来日を希望している人々がたくさんいます。OGFICEの研修で日本に招待した学生や大学教師が、帰国して日本語

や日本の文化、武道などを広めてくれているのもうれしいですね。私が訪ねていくと、小さな子どもたちも目を輝かせて迎えてくれるんですよ」。

　年に数回、自ら各地の学校を回り、支援者との直接対話を心がけている中島さん。意欲的な子どもたちの姿は、まるで日本の高度成長期の映像を見て

いるようだと話す。

　OGFICEでは、このほかマレーシアにも積極的な支援を続けており、クチンのサラワク大学へは奨学金を、遠隔地の小学校へは図書や学習用機器を

提供している。

東ティモールでは国立大学工学部を支援

　昨年、設立20周年を迎えたOGFICEでは、今年1月からの新たな支援先に、天然ガスの産地・東ティモールを選んだ。

　かつてポルトガル領だった東ティモールは、インドネシアによる実効支配の時代を経て、２００２年に独立。12年末までは、国連による治安維持や行政制

度の基盤づくりなどの支援が行なわれ、ようやく本格的な国づくりが進められようとしている新しい国だ。

　OGFICEは、JICA（国際協力機構）と連携をし、日本企業として初めて東ティモールの産業人材育成に参加する。

　現地での調整にも尽力した中島さんは「これから国家として成長していく上で、中長期的な人材育成は不可欠です。そのため今年１月から４年間、東

ティモール国立大学工学部の学生、毎年20人ずつに奨学金を贈り、毎年２名の教員に日本での短期研修を受けてもらいます。長期的な視点でこの事

業は続けていきます。JICAさんには、東ティモールでのこれまでの協力実績や人的ネットワークを活かしていただき、現地での調整や事業を実施するうえ

での支援をしていただきます」と話す。

　１校しかない国立大学は、内戦時に校舎やキャンパスの一部が破壊され、教員用の建物はいまだに仮設のもので代用しているという劣悪な状況。たと

え入学できても卒業までの学費が納められず、中退をしてしまう学生が多いという。

　「一人でも多くの学生に、安心して勉強や研究ができる状況をつくってあげたい」と中島さん。

　資源国との友好関係を丁寧に築くことが、わが国のエネルギー問題解決の一助となり、未来への懸け橋になるに違いない。　　　（インターメディア）

インドネシア、マレーシアそして東ティモール。天然ガスを産出するアジアの国々との親善と相互理解を深めるため、
大阪ガス国際交流財団（OGFICE）では、20年前から教育・研究分野への助成事業を行なっている。

天然ガス産出国との友好を築く
大阪ガス国際交流財団 2013年3月号examiner（イグザミナ）「ZOOM IN」掲載文 抜粋


